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闇
＝
幽

花
井
信
著
『
製
糸
女
工
の
教
育
史
』

資
本
の
原
始
的
蓄
積
期
に
多
数
の
子
供
が
労
役
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
義
務
教
育
を
ま
と
も
に
受
け
る
機
会
を
剥
奪
さ
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
子
供
の
保
護
の
た
め
に
、
教
育
行
政
が
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
た
の

か
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
い
ま
ま
で
の
「
女
工
哀
史
」
像
に
光
明
を
見
出

そ
う
と
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
え
が
き

序
章
　
　
課
題
と
方
法

第
一
章
　
日
本
義
務
教
育
制
度
成
立
史
論

第
二
章
　
長
野
県
尋
常
小
学
校
特
別
学
級
規
程
に
基
づ
く
製
糸
女
工
の
教

育
－
松
代
地
域
の
先
鞭
的
実
践
－

第
三
章
　
工
場
法
成
立
期
に
お
け
る
製
糸
女
工
の
就
学
状
態

－
諏
訪
郡
上
諏
訪
町
の
場
合
－

第
四
章
　
工
場
法
施
行
と
製
糸
女
工
の
教
育

－
諏
訪
郡
平
野
村
を
事
例
に
－

第
五
章
　
製
糸
工
場
特
別
教
育
の
経
済
史
的
・
社
会
政
策
的
位
置

－
諏
訪
郡
川
岸
村
・
平
野
村
を
軸
に
1

第
六
章
　
丸
子
町
に
お
け
る
製
糸
工
場
特
別
教
育
の
史
的
構
造
と
位
置

横

　

山

　

憲

　

長

第
七
章
　
上
伊
那
に
お
け
る
製
糸
工
場
特
別
教
育
に
つ
い
て

1
南
箕
輪
村
の
長
田
製
糸
の
苦
渋
－

第
八
章
　
須
坂
に
お
け
る
委
託
特
別
教
育
の
成
果
と
意
義

終

章

　

　

総

括

こ
う
し
た
八
草
に
わ
た
る
大
著
の
内
容
は
、
ま
え
が
き
・
序
章
・
終
章
に

要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
評
も
そ
の
個
所
に
多
く
依
拠
し

たい。本
書
は
梅
根
悟
の
義
務
教
育
史
研
究
の
系
譜
を
ひ
き
、
義
務
教
育
制
度
成

立
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
①
学
校
設
置
義
務
、
②
就
学
義
務
、
③
就
学
を
社
会

的
に
保
障
す
る
社
会
的
義
務
（
授
業
料
無
償
な
ら
び
に
児
童
労
働
の
禁
止
）

の
三
要
件
が
法
制
的
に
整
備
さ
れ
る
時
期
に
求
め
る
。
こ
の
義
務
教
育
制
度

概
念
は
、
世
界
教
育
史
の
う
え
で
確
認
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
本
へ
の
具
体
的
適
用
と
し
て
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
）
小

学
校
令
公
布
を
も
っ
て
制
度
的
成
立
と
し
た
。
さ
ら
に
日
本
産
業
革
命
の
推

進
力
と
な
っ
た
女
工
の
な
か
に
は
義
務
教
育
未
了
者
が
堆
積
し
て
い
た
。
社

会
政
策
と
し
て
の
工
場
法
成
立
（
一
九
二
年
）
・
施
行
（
一
九
二
ハ
年
）
　
の

な
か
に
、
不
就
学
学
齢
児
童
の
義
務
教
育
の
徹
底
を
兄
い
だ
し
、
そ
こ
に
制

着
〒
3
8
0
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8
5
2
5
　
長
野
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三
輪
八
t
四
九
l
七
　
長
野
県
喪
期
大
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度
的
確
立
を
求
め
た
。

一
九
〇
〇
年
小
学
校
令
に
お
い
て
、
不
就
学
学
齢
児
童
の
雇
用
に
関
し
て
、

雇
い
主
は
「
児
童
ノ
就
学
ヲ
妨
ゲ
ル
ヲ
待
ズ
」
（
第
三
五
条
）
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
主
旨
は
工
場
法
制
定
過
程
か
ら
発
生
し
た
。

当
初
、
工
場
法
が
小
学
校
令
第
三
五
条
の
補
填
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
の

ち
に
は
逆
転
し
て
特
別
教
育
が
「
骨
抜
き
」
工
場
法
の
補
填
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
製
糸
女
工
の
労
働
時
間
を
短
縮
さ
せ
、
労
働
力
保
護
に
役
立
っ
た
。

ま
た
長
野
県
で
は
他
府
県
に
先
立
ち
、
尋
常
小
学
校
特
別
学
級
規
程
を
制

定
し
た
。
一
九
一
四
年
か
ら
長
野
県
で
は
、
小
学
校
令
第
三
十
五
条
の
精
神

に
則
り
、
製
糸
工
場
特
別
教
授
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
義
務
教
育
制
度

確
立
の
最
後
の
要
件
・
就
学
を
保
障
す
る
社
会
的
義
務
の
整
備
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
工
場
法
施
行
細
則
の
一
九
一
九
年
の
改
正
に
よ
り
、
一
〇
歳
以
上

l
二
歳
未
満
の
年
少
労
働
者
は
労
働
時
間
六
時
間
以
内
と
さ
れ
、
そ
の
う
え
、

特
別
教
育
は
そ
の
労
働
時
間
内
に
含
ま
れ
た
か
ら
、
実
労
働
四
時
間
と
い
う

状
況
が
現
出
し
た
。
骨
抜
き
工
場
法
の
実
質
化
が
特
別
教
育
で
な
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
松
代
尋
常
高
等
小
学
校
の
特
別
学
級
教
育
（
l
九
〇
l
年
～
）
　
で
は
、
毎

週
一
八
時
間
の
夜
学
は
、
就
学
率
・
卒
業
率
が
高
く
、
読
み
書
き
算
の
基
礎

が
た
め
が
で
き
て
、
人
間
的
豊
か
さ
を
増
幅
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
第
二

章）。
諏
訪
で
の
特
別
教
授
二
九
一
四
年
～
）
　
で
は
国
語
と
算
数
の
学
習
を
通

し
て
社
会
認
識
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
能
力
で
あ
る
と
こ
ろ
の
分
析

と
総
合
と
い
う
能
力
が
培
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
教
科
と
し
て
体
育
が
含
ま
れ

て
い
た
（
第
四
章
）
。
丸
子
尋
常
高
等
小
学
校
の
特
別
教
育
で
は
教
科
日
と

し
て
唱
歌
・
体
操
と
、
五
年
生
以
上
に
「
雑
科
」
と
し
て
、
地
理
・
歴
史
・

理
科
な
ど
が
組
ま
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
長
野
県
の
特
別
教
育
の
形
態
は
三
種
、
①
普
通
の
小
学
校
に

通
う
形
態
、
②
工
場
内
に
教
育
施
設
を
設
け
る
形
態
、
③
付
近
の
小
学
校
に

委
託
す
る
形
態
、
と
例
示
さ
れ
て
い
た
が
、
最
後
の
委
託
形
態
が
最
善
の
も

の
で
あ
っ
た
。
諏
訪
郡
の
片
倉
製
糸
の
よ
う
な
私
立
小
学
校
は
特
別
な
タ
イ

プ
で
あ
っ
た
。

委
託
形
態
と
し
て
は
、
丸
子
（
第
六
章
）
、
須
坂
（
第
八
章
）
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
須
坂
で
の
特
別
教
育
の
卒
業
率
は
五
〇
％
台
後
半
で
あ
り
、
他

方
、
須
坂
尋
常
高
等
小
学
校
の
尋
常
科
女
子
の
卒
業
率
を
み
て
も
五
〇
％
に

満
た
な
い
か
ら
、
一
般
児
童
と
比
べ
て
遜
色
が
な
い
。

就
学
時
間
と
労
働
時
間
と
の
内
縁
的
・
外
延
的
関
係
は
、
特
別
教
育
に
つ

い
て
は
明
ら
か
に
労
働
時
間
の
外
延
的
存
在
で
あ
り
、
特
別
教
授
は
一
九
一

七
年
l
二
月
に
諏
訪
で
昼
間
と
決
定
し
て
以
来
、
翌
年
に
は
政
府
も
内
包
方

式
を
原
則
と
す
る
よ
う
通
達
し
た
。
一
九
一
九
年
二
月
、
長
野
県
の
工
場
法

施
行
細
則
が
改
正
さ
れ
て
、
二
一
歳
未
満
児
童
の
一
日
の
就
業
時
間
は
六
時

間
を
越
え
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。
六
時
間
労
働
内
に
委
託
特
別
教
育
の
時
間

が
包
含
さ
れ
て
、
実
質
労
働
時
間
四
時
間
弱
と
な
る
。
骨
抜
き
工
場
法
と
言

わ
れ
た
も
の
を
、
特
別
教
育
が
実
質
面
で
補
填
し
て
い
る
（
第
八
章
）
。

こ
れ
に
よ
っ
て
製
糸
女
工
の
就
学
は
労
働
に
疲
れ
た
身
体
を
癒
す
積
極
的

休
息
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、
往
時
の
尋
常
小
学
校
の
女

子
の
在
籍
状
態
と
比
べ
て
、
特
別
教
育
在
籍
児
童
の
学
業
成
績
は
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
。
製
糸
女
工
の
分
析
を
と
お
し
て
、
普
通
初
等
教
育
の
実
相
を
も

つ
か
み
と
っ
た
と
し
て
い
る
。

従
来
の
製
糸
女
工
研
究
は
「
悲
哀
」
で
彩
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
尋
常
小

学
校
在
籍
女
子
の
学
業
状
況
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
特
別

教
育
の
意
義
は
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書
は
著
者
の
三
〇
年
に
お
よ
ぶ
資
料
収
集
と
精
緻
な
分
析
の
成
果
で
あ

り
、
製
糸
女
工
教
育
の
水
準
を
飛
躍
的
に
引
き
上
げ
た
。
そ
の
研
究
史
上
の

功
績
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
意
識
的
に
経
済
史
と
関
連
づ
け
た
叙
述
方
法
も
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斬
新
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
書
を
経
済
史
的
視
座
か
ら
見
て
、
大
枠
と
し
て
四

点
に
つ
い
て
論
評
し
た
い
。

論
点
1

長
野
県
内
主
要
な
製
糸
業
地
帯
を
踏
査
・
研
究
し
た
な
か
で
、
松
代
製
糸

業
は
信
州
エ
キ
ス
ト
ラ
（
優
等
糸
）
を
生
産
し
て
い
た
点
で
大
き
な
独
自
性

を
も
っ
て
い
る
。
す
で
に
古
く
は
石
井
寛
治
が
同
製
糸
を
第
Ⅰ
類
型
と
規
定

し
た
　
（
本
蕃
六
七
、
八
五
貢
参
照
）
。

と
こ
ろ
で
優
等
糸
生
産
に
と
っ
て
不
可
欠
な
の
は
①
二
～
三
年
を
最
頻
度

と
す
る
女
工
勤
続
年
数
の
長
さ
（
高
熱
練
）
、
②
地
元
出
身
女
工
割
合
の
高

さ
、
③
女
工
の
養
成
制
度
、
④
工
場
内
夜
学
の
存
在
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
l
九
〇
〇
年
以
前
か
ら
（
創
業
時
か
ら
？
）

見
ら
れ
る
夜
学
に
つ
い
て
で
あ
る
。
夜
学
（
社
内
教
育
）
　
の
果
た
す
役
割
は

基
礎
学
力
向
上
の
み
な
ら
ず
、
学
校
の
族
制
に
よ
る
帰
属
意
識
・
共
同
体
意

識
の
滴
巷
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
（
中
林
真
幸
「
製
糸
業
に
お
け
る
労
使
関

係
の
形
成
」
『
史
学
雑
誌
』
一
九
九
九
年
六
月
号
、
七
～
入
貢
）
、
②
や
③
と

相
ま
っ
て
、
優
等
糸
生
産
に
と
っ
て
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経

営
状
態
を
、
長
野
県
工
業
試
験
場
の
岡
村
源
二
は
　
『
製
糸
原
料
静
』
　
（
一
九

三
二
年
刊
、
七
頁
）
　
で
、
諏
訪
等
の
「
打
算
的
経
営
」
　
に
対
比
し
て
「
徳
義

的
経
営
」
と
称
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
本
書
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
松
代
女
工
教
育
の
「
前
史
」

（
六
二
頁
）
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
も
っ
と
積
極
的
に
製

糸
業
地
帯
炉
型
論
に
依
拠
し
た
論
の
展
開
を
は
か
り
、
か
つ
夜
学
の
一
九
〇

〇
年
以
前
と
以
後
の
相
違
を
摘
出
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

論
点
2

本
書
は
日
本
義
務
教
育
制
度
成
立
期
を
l
九
〇
〇
年
小
学
校
令
に
求
め
た
。

「
世
界
教
育
史
的
に
考
え
て
も
、
産
業
資
本
主
義
の
成
立
と
近
代
義
務
教
育

制
度
の
成
立
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
」
（
五
貢
）
る
。
そ
し
て
一
九
二
ハ
年

（
大
正
五
）
に
な
っ
て
、
「
小
学
校
令
第
三
五
条
の
裏
打
ち
規
定
、
す
な
わ
ち

工
場
法
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
内
容
を
具
備
す
る
に
至
る
。
そ
れ
を

本
書
は
義
務
教
育
制
度
の
確
立
と
み
な
」
（
三
二
四
貢
）
し
て
い
る
。

本
書
で
は
日
清
日
露
戦
間
期
の
日
本
資
本
主
義
確
立
説
（
山
田
盛
太
郎

説
）
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
山
田
説
の
真
髄
は
周
知
の
よ
う
に
次
の
点
に
あ

る
。
消
費
手
段
生
産
部
門
（
軽
工
業
部
門
）
　
の
機
械
化
に
比
べ
て
生
産
部
門

（
重
工
業
部
門
）
　
の
磯
械
化
は
、
輸
入
圧
力
や
技
術
の
蓄
積
の
乏
し
き
等
に

よ
っ
て
遅
延
し
て
い
た
。
そ
こ
で
生
産
手
段
（
機
械
）
　
の
国
産
化
の
方
向

（
見
通
し
）
が
確
定
し
た
時
点
（
一
九
〇
七
年
）
を
も
っ
て
、
日
本
資
本
主

義
の
確
立
と
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
重
工
業
の
展
開
が
不
十
分
で
あ
り
、

先
進
国
イ
ギ
リ
ス
の
　
（
古
典
的
）
産
業
革
命
と
対
比
し
た
場
合
、
こ
こ
に
日

本
の
後
進
国
的
特
徴
が
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
軋
た
い
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
的
産
業
革
命
論
を
、
そ
の
ま
ま
日

本
に
適
用
し
た
の
が
、
古
島
敏
雄
説
で
あ
る
。
同
説
は
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
帝
国
主
義
段
階
の
一
九
〇
八
～
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
　
に
重
工

業
に
お
け
る
資
本
費
労
働
関
係
の
確
立
す
る
時
で
あ
る
と
と
も
に
、
伝
統
的

諸
産
業
に
お
い
て
も
、
そ
の
主
要
な
部
門
に
お
い
て
、
農
村
手
工
業
工
場
が

動
力
磯
を
導
入
し
て
、
小
工
場
化
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
本
書
の
花
井
説
は
山
田
説
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
義
務
教
育

の
三
要
素
貫
徹
の
l
九
二
ハ
年
を
も
っ
て
「
確
立
」
と
す
る
点
で
は
古
島
説

と
同
一
の
方
法
論
に
立
脚
し
て
い
る
。
山
田
説
を
是
認
す
る
と
す
れ
ば
l
九

〇
〇
年
小
学
校
令
公
布
に
よ
っ
て
義
務
教
育
制
度
の
「
見
通
し
が
確
立
」
し

た
と
し
て
、
同
年
確
立
説
を
採
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
後
進
国
と
し
て
の

特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。



110横山意長

論
点
3

長
野
県
に
お
け
る
小
学
校
児
童
就
学
率
の
推
移
を
、
『
長
野
県
統
計
書
』

に
よ
っ
て
み
る
と
、
一
九
〇
〇
年
以
後
い
ず
れ
の
郡
で
も
急
上
昇
し
て
お
り
、

一
九
一
〇
年
に
は
、
つ
ぎ
の
論
点
4
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
九
〇
％

を
越
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
工
場
法
施
行
以
前
の
現
象
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
法
施
行
後
の
さ
ら
な
る
就
学
率
の
向
上
を
、
製
糸
工
場
特
別
教
授
の
側
面

か
ら
の
み
照
射
し
て
「
確
立
」
論
を
導
く
こ
と
の
危
険
性
を
禁
じ
得
な
い
。

論
点
4

義
務
教
育
制
度
の
確
立
（
期
）
　
に
つ
い
て
新
説
が
提
起
さ
れ
、
実
証
さ
れ

た
が
、
こ
の
歴
史
的
意
義
は
那
辺
に
あ
る
の
か
を
問
い
た
い
。

明
治
維
新
以
後
、
わ
が
国
は
天
皇
制
国
家
と
し
て
日
露
戦
争
前
後
の
l
九

〇
〇
年
代
に
確
立
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
国
家
の
形
成
、
確
立
、
動
揺
・
危
機
、

崩
壊
の
歴
史
的
推
移
に
お
い
て
、
義
務
教
育
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
て

き
た
か
の
位
置
づ
け
を
絶
え
ず
忘
れ
て
な
ら
な
い
。

本
書
の
義
務
教
育
確
立
は
そ
れ
を
構
成
す
る
三
要
素
（
指
標
）
　
の
定
着
で

あ
り
、
必
然
的
に
国
家
論
が
排
除
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
九
二
ハ
年
の

確
立
が
国
家
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
本
書
で
は
「
就
学

率
が
九
〇
％
を
超
え
る
、
日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
い
て
、
国
民
教
育
の

成
立
を
把
墟
」
（
一
〇
二
貢
）
し
た
後
、
同
確
立
期
に
は
、
製
糸
女
工
が
工

場
内
に
お
い
て
「
無
残
な
肉
体
的
消
耗
と
摩
滅
に
追
い
込
ま
れ
る
」
（
三
三

三
頁
）
　
の
を
防
止
す
る
意
義
を
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
「
特
別
教
育
は
、
公

教
育
の
一
存
在
形
態
」
（
同
貢
）
と
し
て
過
酷
な
労
働
の
「
障
壁
」
と
し
て

貢
献
し
た
結
果
、
「
『
哀
史
』
　
の
な
か
に
光
明
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
、
民
衆

（
教
育
）
史
と
は
い
え
な
い
」
（
ま
え
が
き
六
頁
）
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
部
行
政
の
成
果
が
農
商
務
省
と
内
務
省
の
合
議
に
基
づ
く
工
場
法

（
の
成
立
）
に
促
迫
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
社
会
政
策
史
的
義
務

教
育
」
（
序
章
六
頁
）
と
い
う
表
現
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

義
務
教
育
制
度
の
確
立
が
天
皇
制
国
家
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か

と
い
う
視
座
を
堅
持
し
て
追
究
す
れ
ば
、
論
点
2
と
同
様
な
結
論
に
帰
着
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
l
九
九
九
年
十
二
月
発
行
　
大
月
書
店
　
八
五
〇
〇
円
）

本
書
評
は
二
〇
〇
〇
年
七
月
、
東
京
都
文
京
区
内
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ

た
本
書
の
出
版
祝
賀
会
・
合
評
会
で
発
表
し
た
も
の
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
書
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
（
同
年
二

月
二
十
日
付
）
　
の
新
刊
書
を
紹
介
す
る
「
読
書
」
欄
で
言
及
し
て
お
い
た
の

で
参
照
さ
れ
た
い
。


